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◎ 調査の概要 

１ 調査の目的 

全市的な規模で児童の学習状況を調査することにより、学習指導上の問題点及び改善点を明らかにする。その結果を、

各学校においては、今後の学習指導法の改善や教育課程編成の工夫等、児童の基礎学力の向上に役立てる。 

２ 調査の内容 

 ○国語・算数 

  調査の目的に基づき、学習指導要領の定める第４学年までの内容のうち、ペーパーテストで調査を行うことが適当

な項目について調査を実施した。 

 ○学習意識調査（生活や学習についてのアンケート） 

  児童の学習や生活に対する意識等について明らかにするために、児童を対象とする意識調査を実施した。 

３ 調査の対象  市内全市立小学校の第５学年の児童 

４ 調査実施日及び調査対象教科・人数 

 （1）調査実施日  平成 31 年４月 23 日（火） 

 （2）調査対象教科・人数  小学校第５学年 

                  国語                11,772 人  

算数                11,772 人  

生活や学習についてのアンケート   11,807 人 
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◎ 国語調査結果の概要
１ 出題・観点等一覧

領域ごとの正答率 

話すこと・聞くこと 80.6％ 

書くこと 63.1％  

読むこと 73.7％ 

伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 75.7％ 
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◎算数調査結果の概要 
１ 出題・観点等一覧 

領域ごとの正答率 

数と計算  69.8％ 

量と測定  50.7％ 

図形    49.2％ 

数量関係  63.2％ 

観点ごとの正答率

数学的な考え方  53.5％(昨年度 49.0％)

数量や図形についての技能  69.7％(昨年度 69.1％)

数量や図形についての知識・理解  60.8％(昨年度 58.6％)
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２ 主な成果（◇）と課題（◆） 

数量関係 

◇ともなって変わる２数の関係を捉え、調べることについては概ね理解できている。【14（１）】 

  ◇14（１）（報告書 P.４４  問題 P.１５参照）      参考 平成３０年度 

 （１） 正答 24 個   正答率 82.9％         （１）正答 36 ㎝   正答率 68.0％ 
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  数と計算 

  ◆問題場面を正しく捉え、（小数）÷（１けた）の余りのある除法の適用問題を解くことについては課題がある。【３】 

  ◆３ （報告書 P.３０  問題 P.３参照）         参考 平成２５年度 川崎市立小学校 学習状況調査 

   正答  ３本できて、2.5 ㎝あまる。              正答  ８本とれて、1.4 ㎝あまる。 

   正答率 56.2％                         正答率  41.0％ 

２（４）（報告書 P.２８～P.２９  問題 P.２参照） 

正答 4.75 正答率 69.1％ 

（４）１９÷４ 

   わりきれるまで計算しましょう。 

２ 25.4 ㎝のリボンがあります。このリボンをはじから３㎝ずつ切って 

いくと、３㎝のリボンは何本とれて何㎝あまりますか。 
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  量と測定 

  ◆身近なものの面積の大きさについて、量感覚を身に付けていることについては課題がある。【９（１）】 

◆９（１）（報告書 P.３８  問題 P.８参照）       参考 平成３０年度 川崎市立小学校学習状況調査 

     正答 ３ 正答率 21.4％                  正答 ２ 正答率 38.1％ 
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３ 授業改善に向けて注目した問題 

  ５◆問題場面の数量関係を正しく捉え、数直線に表すことには課題がある。（報告書 P.３３～P.３４ 問題 P.４参照）

  ○出題のねらい 

具体的な事象の問題を解決するため、数量の関係を読み取り、数直線に適切な数値を入れ問題を解決することができる。 

  ○問題の概要 

   兄弟のお小遣いの「割合」を基にした問題で、数直線に「比べる量」、「もとにする量」になる適切な数値を入れ、そ

こから立式し求める問題を出題した。 

                              参考 平成３０年度 川崎市立小学校 学習状況調査 

正答  (1)1200 にウ，４にオ，□にイ            正答  (1) ４  

(2)1200÷４=300（□×４＝1200，1200÷□＝４）        (2) 1200÷４（＝300）（□×４＝1200） 

  正答率 (1) 50.4％  (2) 70.0％             正答率 (1) 67.6％  (2)70.2％ 
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１．学習全般に対する好感度・必要性・勉強する理由について

報告書Ｐ.５７ 参照 

◎ 生活や学習についてのアンケート  

好感度 必要性 

問２ 勉強は、すきですか。 問３ 勉強することは、大切なことだと思いますか。 

25.4％の児童が、「すきだ」と回答しており、「どちらかといえばす

きだ」を合わせると 68.5％である。29 年度と比較すると、2.8 ポ

イント減、30年度と比較すると 1.4 ポイントの増である。 

83.9％の児童が、「大切だ」と回答しており、「どちらかといえ

ば大切だ」を合わせると 98.0％である。29 年度からほぼ同値

である。 

68.5 98.0
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報告書Ｐ.６０ 参照 

理解度 

問１０～１３  次の授業は、よくわかりますか。 

「わかる」と回答した児童は、「国語」62.5％、「社会」58.2％、「算数」59.8％、「理科」70.4％である。30 年度と比較して、「国語」は

2.5 ポイント、「社会」は 4.9 ポイント、「算数」は 2.5 ポイント、「理科」は 2.3 ポイントそれぞれ増加した。 

国

語

社

会

算

数

理

科
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報告書Ｐ.６１ 参照 

有用感 

問１４～１８  授業で学んだことは、生活の中で役に立っていると思いますか。 

「役に立つ」と回答した児童は、「国語」56.8％、「社会」62.5％、「算数」76.5％、「理科」54.8％、「総合的な学習の時間」54.4％であ

る。30年度と比較して、「社会」は 1.3 ポイント、「理科」は 2.2 ポイント、「総合的な学習の時間」は 1.1 ポイントそれぞれ増加した。 

国

語

社

会

算

数

理

科

総

合
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報告書Ｐ.５８ 参照                        報告書Ｐ．９２  

理 由 

問４ 勉強をする一番の理由は何ですか。 

勉強する一番の理由として、有用感を挙げている児童が多く、「将来

の仕事に役に立つから」、「生活するのに役に立つから」を合わせると

63.6％で、29年度から 6割を超えている。「わかると楽しいから」と

回答した児童は、19.0％である。29年度と比較すると、2.5 ポイント

減、30 年度と比較すると 0.4 ポイント増加した。 

有用感 63.6%

生活するのに役に立つ 
将来の役に立つ わかると楽しい 

英語に対する意識 

問 67 もし、道で出会った外国人に英語で話しかけられた

ら、どうしますか。 

76

75

13.7

13.5
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4.9

5.1

5.9
0.7
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H31

H30

何とか英語で話そうとする
日本語で話そうとする
だまっている
その場からにげる
無回答

76.0

75．0

「もし、道で出会った外国人に英語で話しかけられたらどう

しますか」に「何とか英語で話そうとする」と回答した児童

は、76.0％で、30年度と比較して 1ポイント増加した。 
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２．自己肯定感・将来に対する意識について

報告書Ｐ.６７ 参照 

問 44 自分には、よいところがあると思いますか。 問 45 将来の夢や目標を持っていますか。 

「あてはまる」「どちらかといえばあてはまる」と回答した児童は

81.2％であり、29 年度から 8割を超えている。「あてはまる」と回

答した児童は、29 年度と比較して 4.3 ポイント増加、30年度と比

較して 2.3 ポイント増加と増加傾向にある。 

「あてはまる」「どちらかといえばあてはまる」と回答した児

童は、87.6％であり、29 年度から 8 割を超えている。「あては

まる」「どちらかといえばあてはまる」それぞれの割合は、３年

間ほぼ同値である。 

81.2

80.4

81.4

88.9

87.2

87.6
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報告書Ｐ.６７ 参照 

問 46 人の役に立つ人間になりたいと思いますか。 

31 年度より新たに加えられた質問である。「あてはまる」「どちら

かといえばあてはまる」と回答した児童は 95.5％である。 

95.5
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３．クロス集計結果について

報告書Ｐ.７４ 参照 

 １ 学校の楽しさ【問１】×学習に対する好感度【問２】  ３ 学習に対する好感度【問２】×勉強する理由【問４】 

「学校生活が楽しい」と回答した児童のうち 79.2％は勉強が「す

きだ」「どちらかといえば、すきだ」と回答している。学校生活が

「楽しくない」と回答した児童の 78.5％、「どちらかといえば楽し

くない」と回答した児童の 60.4％は勉強は「すきではない」「どち

らかといえばすきではない」と回答している。 

好感度の高い児童ほど「わかると楽しいから」と回答する割合

が高い。「すきだ」と回答した児童と「すきではない」と回答し

た児童とでは 24.6 ポイントの差がある。「すきではない」と回

答した児童の 15.7％は「家の人やまわりの人にいわれるから」

を選んでおり、他に比べて割合が多い。 

78.5

79.2

すきではない どちらかといえば、すきではない 

すきだ どちらかといえば、すきだ 

わかると楽しい 

将来の仕事に役に立つ 家の人やまわりの人にいわれる 
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報告書Ｐ.８１ 参照 

 22 自己肯定感【問 44】×国語・算数の正答率  23 自己肯定感【問 44】×将来の夢や目標【問 45】 

「自分にはよいところがある（あてはまる）」と回答している児童

ほど国語・算数の正答率が高い。「当てはまらない」と回答した児

童の国語と算数の正答率は、それぞれ 66.7％、53.2％で、「当ては

まる」と回答した児童とはそれぞれ約 10 ポイントの開きがある。 

自己肯定感が比較的高い児童ほど、将来の夢や目標を持ってい

ると回答している割合が高い。「自分には、よいところがある

と思わない（当てはまらない）」と回答した児童のうち、26.7％

の児童は夢や目標を「持っていない」「どちらかといえば持っ

ていない」と回答している。 

26.7
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報告書Ｐ.８２ 参照 

 27 自己肯定感【問 44】×地域への貢献【問 50】 

自己肯定感が比較的高い児童ほど、地域や社会に対して貢献しよ

うと回答している割合が高い。「自分には、よいところがあると思

わない（当てはまらない）」と回答した児童のうち、「地域や社会を

よりよくするために何をすべきか考える」に「当てはまらない」と

回答した割合は、29.5％である。 

当てはまらない 

 27 自己肯定感【問 44】×周囲への援助【問 51】 

自己肯定感が高い児童ほど、人が困っているときに助けよう

としている割合が高い。「どちらかといえば、当てはまらな

い」と回答した児童のうちの 47.4％は、「人が困っていると

きはどちらかといえば助けようとする」と回答している。 

助けようとする、どちらかといえば助けようとする 
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川崎市学習状況調査 わかりやすい個票を保護者・児童に提供

◎ 調査結果の活用 

児童・保護者に学習状況を伝え、一人一人の課題を明確にし、学習に取り組む態度や家庭学習の改善に役立てます。 

【意識調査】 

アンケート調査については、

国語、算数について授業の理

解度などについて選択肢別

の回答率を示しています。 

【様々な情報提供】 

小問別、領域別、観点別に

川崎市平均正答率と結果

を示しています。 

数値は川崎市の全体の割合(％) 

本人の選択は網掛け部分 
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【わかりやすい提示】 

分析と解答用紙が上下で示さ

れており、小問ごとに学習状況

を確認することができます。 


